
三
点

四
点

五
点

六
点

八
点

《

互
選
句
》

〈

紙
上
選
句
〉

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
◎

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆

燈
台
を
静
か
に
包
む
秋
の
潮

（

☆
→
「

袖
袂
胡
弓
に
濡
る
る
星
月
夜
」
）

星
月
夜
胡
弓
が
濡
ら
す
袖
袂

墓
参
り
早
く
呼
ぶ
な
と
祈
り
け
り

名
月
が
雲
と
戯
れ
焦
ら
さ
れ
る

遠
太
鼓
風
が
と
ど
け
る
秋
祭

気
が
付
け
ば
蝉
か
ら
虫
へ
鳴
き
替
る

句
仲
間
に
新
酒
の
献
杯
閑
か
な
り

笑
（

ゑ
み
）

栗
の
誘
ふ
丹
波
に
け
も
の
道

手
折
る
ほ
ど
な
ほ
命
咲
く
百
日
紅

知
ら
ぬ
間
に
雨
の
過
ぎ
た
り
秋
ひ
と
つ

復
員
の
父
に
戸
惑
ふ
秋
な
り
し

止
ま
っ

て
は
坂
上
が
る
猫
十
六
夜

ふ
る
さ
と
の
言
葉
に
浸
る
帰
省
か
な

秋
黴
雨
（

あ
き
つ
い
り
）

贔
屓
力
士
の
負
け
続
く

寄
席
は
ね
て
訃
報
三
人
秋
の
暮

よ
ろ
よ
ろ
と
厨
房
歩
む
秋
の
蜂

江
戸
城
の
土
居
の
高
さ
や
曼
珠
沙
華

（

☆
→
「

叩
き
み
て
良
き
音
選
び
西
瓜
買
ふ
」
）

納
得
の
音
を
選
び
て
西
瓜
買
ふ

三
味
の
音
が
ま
だ
ら
に
聞
こ
ゆ
風
の
盆

（

☆
→
「

地
虫
鳴
き
独
り
盃
を
干
す
闇
夜
」
）

地
虫
鳴
く
独
り
盃
干
す
闇
夜
か
な

白
菊
や
唄
本
（

う
た
ぼ
ん
）

納
め
友
の
棺

（

☆
→
「

小
屋
内
を
圧
す
名
調
子
秋
さ
や
か
」
）

秋
爽
や
小
屋
内
圧
す
名
調
子

 
「

吉
野
川
」

吉
右
衛
門
の
大
判
事

秋
時
雨
遠
流
の
島
の
能
楽
堂
　
　
　
　
　
（

佐
渡
）

仝
孤
舟

忠
彦

仝 仝 猛
紀
久
男

盛
雄

啓
子

啓
子

堂
哉

弘
子

忠
彦

恵
洲

紀
久
男

天
牛

亜
也

昇
保
明

保
明

仝
紀
久
男

孤
舟

（

そ
・
く
・
天
）

（

万
・
彦
・
正
）

（

紀
・
猛
・
万
）

（

保
・
千
・
Ｈ
）

（

堅
・
Ｈ
・
く
）

（

万
・
千
・
Ｈ
）

（

忠
・
万
・
弘
）

（

眞
・
紀
・
五
・
灯
）

（

紀
・
五
・
保
・
龍
）

（

堅
・
彦
・
龍
・
三
）

（

忠
・
万
・
保
・
龍
）

（

忠
・
五
・
保
・
三
）

（

堅
・
猛
・
龍
・
敏
）

（

眞
・
万
・
千
・
允
・
正
）

（

そ
・
万
・
弘
・
敏
・
正
）

（

紀
・
万
・
孤
・
灯
・
Ｈ
・
三
）

（

万
・
彦
・
五
・
敏
・
允
・
灯
）

（

猛
・
忠
・
万
・
保
・
千
・
天
）

（

堅
・
そ
・
紀
・
万
・
敏
・
天
）

（

堅
・
そ
・
万
・
彦
・
龍
・
三
）

（

眞
・
万
・
弘
・
敏
・
正
・
Ｈ
）

（

万
・
彦
・
敏
・
灯
・
允
・
く
）

（

そ
・
紀
・
五
・
弘
・
灯
・
允
・
正
・
く
）

川
口
孤
舟

 
 
 
 
 
 
第
三
百
六
十
六
回
　
青
葉
会

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
口
孤
舟
　
後
藤
保
明
　
小
西
弘
子
　
山
内
天
牛

川
合
万
里
子
　
先
生

　
　
　
平
成
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
（

水
）

　
　
午
后
六
時
～

八
時
　
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

　
３
の
Ｂ
室

赤
田
堅
　
安
部
眞
希
子
　
伊
賀
山
そ
ら
お
　
楠
田
彦
十
　
久
米
五
郎
太
　
在
間
千
恵
　
庄
司
龍
平
　
高
橋
敏
郎

（

☆
…
「

さ
れ
る
」
→
「

さ
る
る
」
）

（

☆
→
「

来
世
へ
早
く
呼
ぶ
な
と
祈
り
墓
参
り
」
）

中
野
一
灯
　
早
川
允
章
　
福
島
正
明
　
Ｍ
Ｈ
氏
（

新
人
）

　
村
田
く
に
子
　
山
本
三
恵

（

☆
…

中
七
「

三
人
（

み
た
り
）

の
訃
報
」
）

（

☆
…

上
五
下
五
共
に
名
詞
止
め
は
や
め
て
「

風
に
乗
り
遠
太
鼓
と
ど
く
秋
祭
」
）

（

☆
→
「

白
菊
や
友
の
棺
へ
唄
本
も
」
）

（

☆
→
「

ぼ
つ
ぼ
つ
と
ひ
び
く
三
味
の
音
風
の
盆
」
）

　
追
悼
　
中
山
芳
博
さ
ん

（

☆
…
「

厨
房
」

と
い
う
名
詞
は
固
い
の
で
中
七
「

厨
を
歩
む
」
）

小
早
健
介
　
朱
牟
田
恵
洲
　
土
谷
堂
哉
　
古
田
昇
　
星
田
啓
子
　
宮
内
規
雄
　
山
崎
亜
也
　
渡
邉
盛
雄

（

☆
…

下
五
を
「

負
け
続
き
」

に
し
て
「

ア
キ
ツ
・
ヒ
イ
キ
・
リ
キ
シ
・
ツ
ヅ
キ
」

と
キ
音
で
綴
る
と
詩
的
）

（

☆
…
「

言
葉
」
→
「

訛
（

な
ま
り
）
」
）

（

☆
→
「

十
六
夜
や
止
ま
っ

て
は
坂
を
上
が
る
猫
」
）

（

☆
…
「

秋
ひ
と
つ
」

の
表
現
が
も
う
一
つ
胸
に
落
ち
な
い
）

（

☆
→
「

笑
栗
の
誘
ふ
丹
波
の
獣
道
」
）

（

☆
→
「

閑
け
さ
や
新
酒
の
献
杯
句
仲
間
へ
」
）

（

☆
…
「

替
る
」
→
「

替
り
」

終
止
形
を
用
い
な
い
）



一
点

二
点

三
点

☆ ◎ ◎ ☆ ☆ ☆ ◎ ☆
◎

◎ ◎ ☆ ☆ ◎ ☆ ☆ ☆

文
京
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー

　
五
階
Ｄ
会
議
室

十
月
二
十
七
日
（

木
）

　
　
午
後
六
時
～

八
時
半

松
茸
飯
子
や
孫
た
ち
に
う
ん
と
炊
く

新
米
の
一
粒
づ
つ
の
命
か
な

道
な
ら
ぬ
道
を
踏
み
き
て
秋
時
雨

新
涼
や
学
期
初
め
の
友
の
顔

よ
く
集
ふ
家
風
断
や
さ
じ
苧
殻
（

を
が
ら
）

焚
く

敬
老
の
日
で
お
彼
岸
で
一
族
で

秋
場
所
や
客
席
い
ま
だ
白
ば
み
て

新
涼
や
櫂
で
取
り
出
す
窯
の
ピ
ザ

秋
出
水
北
海
道
ま
で
も
襲
い
け
り

鉢
植
ゑ
や
羽
煌
か
す
赤
蜻
蛉

秋
冷
に
た
お
や
か
な
人
リ
オ
に
佇
つ

さ
め
ざ
め
と
萩
の
花
散
る
夜
深
し

台
風
の
右
顧
左
眄
し
て
迷
走
す

密
室
殺
人
こ
の
手
あ
り
し
か
秋
灯
下

狂
暴
の
台
風
の
目
の
愛
く
る
し

立
待
も
居
待
も
さ
せ
ず
雨
の
雲

は
じ
め
て
の
ジ
ル
バ
の
ほ
て
り
星
月
夜

秋
刀
魚
祭
り
ビ
ル
街
煙
に
か
き
消
え
て

酒
と
団
子
両
刀
遣
ふ
月
見
か
な

野
分
過
ぐ
見
舞
電
話
の
有
難
き

月
光
の
波
に
漂
ふ
国
境

飼
育
箱
み
ん
な
か
ら
っ

ぽ
夏
終
る

野
分
去
り
娘
ら
空
の
旅
に
発
つ

秋
冷
や
朝
の
ウ
ォ
ー

ク
九
千
歩

呼
出
し
の
声
爽
や
か
や
前
相
撲

木
守
柿
昭
和
の
残
る
鄙
の
村

仝
天
牛

亜
也

規
雄

堂
哉

弘
子

保
明

孤
舟

仝 猛
盛
雄

啓
子

昇
恵
洲

健
介

仝
弘
子

保
明

忠
彦

紀
久
男

盛
雄

天
牛

堂
哉

健
介

弘
子

孤
舟

（

万
）

（

孤
）

（

孤
）

（

忠
）

（

万
）

（

千
）

（

万
）

（

天
）

（

紀
）

（

保
）

（

万
・
三
）

（

堅
・
孤
）

（

万
・
孤
）

（

紀
・
彦
）

（

孤
・
千
）

（

猛
・
五
）

（

眞
・
孤
）

（

万
・
弘
）

（

猛
・
万
）

（

正
・
三
）

（

孤
・
灯
・
允
）

（

忠
・
弘
・
く
）

（

眞
・
万
・
龍
）

（

眞
・
猛
・
万
）

（

万
・
允
・
天
）

（

そ
・
く
・
天
）

（

☆
→
「

リ
オ
に
佇
つ
た
を
や
か
な
人
秋
さ
や
か
」
）

●
次
回
青
葉
会

△
　
当
季
雑
詠
五
句
　
　
投
句
二
句

（

☆
…
「

断
や
さ
じ
」
＝
「

絶
や
さ
じ
」
、

断
よ
り
も
絶
を
用
い
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
文
責
　
紀
久
男

▲
　
芳
博
さ
ん
追
悼
句
を
別
枠
で
募
集
し
ま
す
。

（

☆
→
「

子
や
孫
ら
へ
松
茸
飯
を
う
ん
と
炊
き
」
）

（

☆
→
「

秋
場
所
や
客
席
は
未
だ
白
っ

ぽ
く
」
）

（

☆
→
「

一
族
で
祝
ふ
彼
岸
会
・
敬
老
日
」
）

（

☆
…

中
七
→
「

毎
朝
歩
む
」
）

（

☆
…

下
五
→
「

旅
へ
発
つ
」
）

（

☆
…
「

み
ん
な
」

の
中
身
を
知
り
た
い
）

（

☆
…
「

狂
暴
」

と
「

愛
く
る
し
」

の
取
り
合
わ
せ
が
異
常
過
ぎ
る
感
が
あ
る
）

（

☆
→
「

鄙
の
村
に
残
る
昭
和
や
木
守
柿
」
）

（

☆
…
「

有
難
き
」

は
「

有
難
く
」

の
方
が
収
ま
る
）
）

（

☆
→
「

初
め
て
の
ジ
ル
バ
の
火
照
り
星
月
夜
」
）

（

☆
…
「

さ
せ
ず
」

と
い
う
表
現
が
き
つ
い
の
で
「

立
待
も
居
待
も
月
無
き
雨
曇
」
）

（

☆
→
「

秋
出
水
北
海
道
ま
で
襲
ひ
け
り
」
）

（

☆
→
「

台
風
の
右
顧
左
眄
な
ほ
迷
走
し
」
）

（

☆
…
「

さ
め
ざ
め
」

と
い
う
副
詞
は
「

萩
の
花
散
る
」

風
情
の
形
容
に
は
合
わ
な
い
）

（

☆
→
「

月
見
つ
つ
酒
と
団
子
の
両
刀
遣
ひ
」
）

（

☆
→
「

ビ
ル
街
も
煙
に
包
ま
れ
秋
刀
魚
祭
」
）



二 一
　
・
・
・
　
「

俳
句
」

十
月
号
　
山
西
雅
子
選

日
め
く
り
を
忘
れ
梅
雨
入
り
に
追
い
越
さ
る
　
丹
野
敦
男

　
・
・
・
　
「

萬
緑
」

九
月
号

青
葉
風
盲
導
犬
も
楽
堂
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
梯
剛
之
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

梅
雨
に
入
る
こ
の
世
気
怠
く
死
に
急
ぐ
　
　
　
紀
久
男

　
　
柳
家
喜
多
八
追
悼

歪
め
る
は
わ
れ
か
此
の
世
か
金
魚
玉
　
　
　
　
　
仝

汗
だ
く
の
遅
参
に
上
座
た
だ
一
つ
　
　
　
　
　
　
仝

太
宰
忌
や
白
雨
の
中
の
赤
ポ
ス
ト
　
　
　
　
　
　
仝

穴
出
づ
る
蝉
の
不
安
の
如
何
ば
か
り
　
　
　
　
　
青
史

月
の
海
青
き
涼
し
き
地
球
の
出
　
　
　
　
　
　
　
仝

ロ
ケ
ッ

ト
を
潜
り
潜
り
て
夏
雀
　
　
　
　
　
　
　
仝

青
葉
の
ロ
ケ
ッ

ト
見
上
げ
一
家
の
お
弁
当
　
　
　
仝

二
人
な
ら
目
高
覗
く
も
指
さ
す
も
　
　
　
　
　
　
仝

青
梅
や
全
身
で
泣
く
泣
き
相
撲
　
　
　
　
　
　
　
弘
子

土
産
に
と
母
摘
み
く
る
る
青
山
椒
　
　
　
　
　
　
仝

婚
以
来
同
じ
新
聞
額
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

年
金
へ
口
座
新
設
新
牛
蒡
　
　
　
　
　
　
　
　
眞
希
子

金
縁
の
夕
焼
雲
聳
つ
母
校
背
に
　
　
　
　
　
　
　
仝

渋
滞
の
高
速
路
抜
け
新
樹
光
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

女
生
徒
へ
日
々
麦
踏
み
の
動
員
令
　
　
　
　
　
　
仝

炎
天
の
月
白
か
り
し
空
襲
下
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

筑
波
初
夏
来
世
は
理
系
女
を
夢
見
つ
つ
　
　
　
　
仝

筑
波
嶺
へ
青
田
の
央
を
ひ
た
走
り
　
　
　
　
　
万
里
子

名
画
観
て
残
暑
の
町
に
戻
り
け
り
　
　
　
　
　
　
仝

犬
連
れ
の
主
婦
ら
の
集
う
暑
き
宵
　
　
　
　
　
　
仝

束
の
間
の
昼
寝
の
跡
や
シ
ャ

ツ
の
汗
　
　
　
　
そ
ら
お

秋
黴
雨
先
に
送
り
し
仕
事
あ
り
　
　
　
　
　
　
五
郎
太

夕
さ
れ
ば
翅
で
息
す
る
秋
の
蝶
　
　
　
　
　
　
　
仝

オ
ル
ガ
ン
の
軋
む
ペ
ダ
ル
や
鳥
渡
る
　
　
　
　
　
仝

雲
海
の
落
日
に
酌
む
傘
寿
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
一
灯

御
下
り
も
肴
に
加
へ
月
の
宴
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

竜
渕
に
潜
み
月
は
大
槻
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

高
原
の
小
さ
き
朝
市
露
け
し
や
　
　
　
　
　
　
　
允
章

温
燗
（

ぬ
る
か
ん
）

や
姉
弟
二
人
の
み
残
り
　
　
仝

灯
火
親
し
錆
と
埃
の
フ
ラ
ン
ス
語
　
　
　
　
　
　
仝

戻
ら
な
い
往
復
葉
書
秋
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
正
明

　
・
・
・
き
さ
ら
ぎ
句
会
　
８
月
５
日
（

公
連
協
だ
よ
り
）

浴
衣
着
の
米
朝
偲
ぶ
北
御
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

鰻
や
の
亭
主
暇
さ
う
元
女
形
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男

挨
拶
し
な
お
去
り
行
か
ぬ
揚
羽
蝶
　
　
　
　
　
　
仝

控
え
目
に
咲
く
や
市
の
花
す
み
れ
草
　
　
　
　
　
健
介

核
の
水
避
け
て
風
抱
く
鯉
幟
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

野
遊
び
や
ベ
ル
ト
の
蔭
に
万
歩
計
　
　
　
　
　
　
盛
雄

　 　
・
・
・
　
「

俳
句
界
」

十
月
号
　
（

新
作
巻
頭
三
句
）

初
秋
刀
魚
吃
水
深
く
戻
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　
仝

き
つ
つ
き
の
総
身
を
揺
ら
し
ひ
た
叩
く
　
　
　
　
仝

暮
れ
初
む
る
空
七
夕
の
竹
を
伐
る
　
　
　
　
　
　
孤
舟

）
。

芳
博
さ
ん
を
偲
び
つ
つ
「

俳
句
界
」

９
月
号
（

孤
舟
さ
ん
の
三
句
掲
載
）
、
「

萬
緑
」

八
百
号
記
念
の
９
月
号

 
先
ず
急
逝
さ
れ
た
当
会
創
立
以
来
の
句
友
・
中
山
芳
博
さ
ん
へ
献
杯
（
「

越
乃
寒
梅
」

の
純
吟
新
酒
「

灑
（

さ
い
）
」

　
関
係
者
近
詠

平
成
二
十
八
年
九
月
句
会
報

居
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
は
最
少
の
七
名
（

予
想
十
一
名
）
、

投
句
八
名
、

紙
上
選
句
は
最
多
の
十
四
名
と
な
り
ま
し
た

今
月
の
第
四
木
曜
が
休
日
の
為
、

一
日
繰
り
上
げ
た
ん
で
す
が
、

案
の
定
う
っ

か
り
さ
れ
て
日
を
間
違
え
た
人
が
数
名

「

春
日
駅
」

す
ぐ
）

の
一
室
。

　
改
装
し
た
ば
か
り
の
見
違
え
る
よ
う
に
綺
麗
で
、

使
い
勝
手
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
丸
紅
ビ
ル
の
月
例
句
会
場
（

コ
ン
チ
ェ

ル
ト
談
話
室
）

か
ら
移
っ

て
の
初
回
は
、

文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
（

地
下
鉄

(

金
子
兜
太
、

鷹
羽
狩
行
、

稲
畑
汀
子
ら
の
祝
句
や
万
里
子
先
生
の
寄
稿
等
２
５
６
頁
）
、

合
同
句
集
「

き
さ
ら
ぎ
」

第
２
号
（

盛
雄
さ
ん
が
代
表
の
き
さ
ら
ぎ
句
会
…

平
成
十
年
、

関
西
現
代
俳
句
協
会
顧
問
の
小
泉
八
重
子
師
の
指
導
で

発
足
）
、

伊
丹
市
の
「

公
連
協
だ
よ
り
」

８
月
５
日
号
（

盛
雄
さ
ん
が
編
集
長
。

き
さ
ら
ぎ
句
会
の
作
品
と
小
生
の
拙

文
掲
載
）

大
滝
長
孝
さ
ん
の
落
語
会
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
乍
ら
開
始
。

　
い
つ
も
の
猛
さ
ん
の
進
行
役
で
快
調
に
飛
ば
し
、

　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
十
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

二
次
会
場
の
蕎
麦
屋
（

す
ぐ
近
く
の
稲
廼
家
（

イ
ナ
ノ
ヤ
）
…

真
砂
町
の
老
舗
）

の
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
ー

に
間
に
合
い
ま

し
た
。

他
界
さ
れ
た
副
島
勲
さ
ん
の
こ
と
や
、

句
会
場
選
び
、

豊
洲
移
転
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
話
題
に
出
ま
し
た
。




